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１） はじめに  

 三菱重工の核融合開発を紹介するに当
たっては、まず三菱グループの核融合へ

の取り組みに少しふれる必要があります。

三菱グループは昭和５８年（１９８３年）に三

菱電機、三菱重工、三菱原子力（現在は三

菱重工に併合）が三菱核融合開発室（ＭＦ
Ｃ）を設立し、共同して核融合開発を進め

ることになりました。現在でもこの体制が続

いています。ＭＦＣの役割はというと核融合

装置の全体的な仕様を設定する基本計画

業務、システムとして成立するようにバラン
スした設計をおこなうシステム設計業務、技

術窓口となるプロジェクト業務です。真空容

器、磁場コイルなどの各機器の詳細設計・

製作はそれぞれ三菱重工、三菱電機の各

事業所で行います。三菱重工の場合は神
戸造船所がこの業務に対応しています。 
 

２） 製品紹介  
 さて、三菱重工の主力商品はというと造

船会社ですので、真空容器およびその内
部品（ダイバータ等）が筆頭の主力商品で

す。過去に日本原子力研究所（原研）殿へ

はＪＦＴ－２Ｍ真空容器、ＪＴ－６０Ｕ真空容

器を納めています。ＪＴ－６０Ｕの真空容器

は納入までに色々試作試験を行いました。
原研那珂研のＪＴ－６０制御等の前に真空

容器のセクターが展示されていますが、こ

れはその時の試作体です（写真１）。 
 比較的最近では電子技術総合研究所

（電総研）殿へＴＰＥ－ＲＸ真空容器を納め

ています。この真空容器はトーラス方向に

ベローズ部と一般胴部が交互に溶接でつ

ながれた構造になっています。 
 真空容器内部品であるダイバータについ

てはＪＴ－６０ＵのＷ型ダイバータ設置工事
を当社が担当しました。最近の負磁気シア

モードの成果に微力ながら貢献出来たと確

信しています。 
 ２番目の主力商品はペレット入射装置で、

核融合科学研究所のＬＨＤに納めたペレッ
ト入射装置（写真２）はＬＨＤプラズマの高

性能化に大きく貢献したと自負していま

す。 
 レールガン式のペレット入射装置も開発

しており固体水素速度２．６ｋｍ／ｓを達成し
ました。これは恐らく世界記録と思います。 
 核融合炉が実現した場合にはトリチウム

を燃料として供給する必要が有りますが、

当社はプラズマからの排気ガスを精製する

燃料精製システムにおいて、固体電解質
でメタンを分解して水素同位体を回収する

システムの開発、また回収したトリチウムを

貯蔵する貯蔵ベッドなども開発していま

す。 
貯蔵ベッド材はトリチウム輸送時のベッドに
も利用されます。 
 

３） ＩＴＥＲへの貢献  
 当社はＩＴＥＲ ＪＣＴ(Joint Central Team)
の独ガルヒンサイトに３名を派遣し、真空容
器、ブランケットなど真空容器廻りの機器設

計を行っています。 



 

 

 

 

 

写真１ 原研那珂研殿 ＪＴ－６０Ｕ真空容器試作体

写真２  核科研殿納  ＬＨＤペレット入射装置


